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INFORMATION

＊原則として、毎月第１～４水曜日・専門家別に開催しています
　（  ご相談時間は、①13:30～ ②14:00～ ③14:30～の
いずれか30分間です）。

＊  ご利用の際は、上記「今月の日程」を確認の上、電話でご予約く
ださい（ご相談内容によっては別の事業をお勧めさせていただ
く場合がございます）。

経営に関する法務全般、創業、事業引き継ぎ等の
「こんなとき、どうしたらいいのかな？」

というお悩みに
専門家（中小企業診断士・税理士・弁護士）がお答えします！

「専門家定例相談」のご案内

まずはお気軽にお電話ください　TEL 263-1161
事前にご連絡頂きましたら、19時までご相談をお受けしております。
（相談時間 平日8：45-17：15）
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　人手不足が深刻化するなか、中小企業にとって人　人手不足が深刻化するなか、中小企業にとって人
材の確保・育成や生産性向上は、喫緊の課題です。材の確保・育成や生産性向上は、喫緊の課題です。
各種雇用情勢のデータから浮かび上がる中小企業の各種雇用情勢のデータから浮かび上がる中小企業の
現状と課題を踏まえた上で、社員のスキルアップ、現状と課題を踏まえた上で、社員のスキルアップ、
IT 投資などによる働き方改革の実践事例を交えなIT 投資などによる働き方改革の実践事例を交えな
がら、次の一手に繋がる道筋を討論いただきました。がら、次の一手に繋がる道筋を討論いただきました。

写真左から福永泰男氏、松本要氏、北川義信氏、日根野幸子氏、松竹泰男氏

―
は
じ
め
に
、
人
手
不
足
の
現
状
と
各
社

の
対
策
や
取
り
組
み
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

松
竹
●
石
川
県
内
は
現
在
、
人
手
不
足
感

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
有
効
求
人
倍
率
は

昨
年
9
、
10
月
、
実
に
45
年
ぶ
り
に
2
カ

月
連
続
で
2
倍
台
と
な
り
ま
し
た
。
10
月

は
全
国
平
均
の
１･

62
倍
を
大
き
く
上
回

る
２･

02
倍
で
、
全
国
第
4
位
の
高
さ
で

す
。
正
社
員
の
求
人
倍
率
も
１･

54
倍
に

達
し
、
過
去
最
高
で
し
た
。

　

昨
年
の
完
全
失
業
率
は
2
％
以
下
で
推

移
し
、
ほ
ぼ
完
全
雇
用
と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
求
人
は
、
ほ
ぼ
全
産
業
で
増

え
て
い
ま
す
。
特
に
製
造
業
の
中
で
繊
維
工

業
は
、
9
カ
月
連
続
前
年
同
月
比
で
増
加

中
で
す
。経
済
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
動
く
た
め
、

中
国
の
環
境
規
制
強
化
に
伴
い
、
発
注
が

日
本
に
戻
っ
た
た
め
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
生
産
用
機
械
も
、
好
調
な
受
注

に
よ
り
求
人
が
盛
ん
で
す
。
運
輸･

郵
便

は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
求
人
増
に
応
募
が
追

い
つ
き
ま
せ
ん
。
資
格
が
必
要
な
上
、
勤

務
時
間
の
長
さ
や
休
日
勤
務
な
ど
の
労
働

条
件
が
求
職
者
か
ら
敬
遠
さ
れ
る
の
が
、

一
つ
の
要
因
と
思
わ
れ
ま
す
。

 

一
方
、
ス
マ
ホ
や
自
動
車
関
連
な
ど
の

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
は
、
大
口
発
注
が

減
少
気
味
で
、
求
人
は
落
ち
着
い
て
き
て

い
ま
す
。

　

次
に
求
職
者
側
を
み
る
と
、
新
規
求
職

者
数
が
徐
々
に
減
る
傍
ら
、
よ
り
条
件
の

よ
い
企
業
へ
転
職
を
望
む
人
が
増
え
て
い

ま
す
。
一
時
は
在
職
中
に
転
職
活
動
を
す

る
傾
向
が
強
ま
り
ま
し
た
が
、
今
は
少
し

落
ち
着
き
ま
し
た
。

　

求
職
者
は
こ
れ
ま
で
、
金
銭
面
の
条
件

を
重
視
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
休
日

重
視
に
変
わ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
祝
日
も

休
め
る
完
全
週
休
2
日
制
な
ど
、
条
件
に

細
か
く
こ
だ
わ
る
人
が
目
に
付
き
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
石
川
県
は
女

性
の
就
業
率
が
高
い
反
面
、
管
理
職
に
占

め
る
女
性
の
割
合
が
低
い
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

建
設
業
界
全
体
で
改
善
が
必
要

北
川
●
建
設
業
は
人
手
不
足
に
悩
み
、
働

き
方
改
革
で
は
特
に
「
長
時
間
労
働
の
是

正
」「
給
与
処
遇
の
改
善
」「
生
産
性
の
向
上
」

を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
建
設
業
は
長
時

間
労
働
の
罰
則
適
用
ま
で
5
年
の
猶
予
が

あ
り
ま
す
が
、
当
社
は
既
に
ク
リ
ア
し
て

お
り
、
後
は
現
場
で
の
週
休
2
日
の
確
保

を
図
る
の
が
課
題
で
す
。

　

し
か
し
、
改
善
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
建
設
業
に
は
、
土
木
と
建
築
が
あ
り

ま
す
が
、
土
木
は
大
半
が
公
共
事
業
、
建

働き方改革働き方改革でで人手不足克服人手不足克服へへ
特 別 座 談 会

討論者 ( 順不同 )
北 川 義 信 氏 北川ヒューテック㈱会長 /副会頭
日根野幸子氏 加賀種食品工業㈱社長 /議員
松 本 　 要 氏 松本機械工業㈱社長 /議員
福 永 泰 男 氏 サイバーステーション㈱社長 /評議員
松 竹 泰 男 氏 石川労働局長
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築
は
8
割
が
民
間
事
業
で
、
仕
事
の
中
身

が
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

　

土
木
は
屋
外
作
業
が
多
く
、
仕
事
の
進

行
は
天
候
に
左
右
さ
れ
ま
す
。
特
に
北
陸

は
雨
や
雪
が
多
い
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
を
抱

え
て
い
る
中
で
、
か
と
い
っ
て
工
期
を
守

ら
な
い
と
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
科
さ
れ
ま
す
。

　

加
え
て
1
〜
3
次
以
下
へ
至
る
重
層
的

下
請
け
構
造
で
、
零
細
業
者
は
「
一
人
親

方
」
が
目
立
ち
ま
す
。
彼
ら
は
専
門
性
が

高
い
仕
事
を
担
い
工
事
に
欠
か
せ
ま
せ
ん

が
、
時
間
短
縮
よ
り
報
酬
を
望
む
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
工
事
作
業
員
の
給
与
は
、
日

給
制
が
基
本
で
す
。
休
日
が
増
え
れ
ば
収

入
が
減
る
た
め
、
週
休
2
日
に
は
否
定
的

で
す
。
給
与
体
系
そ
の
も
の
を
見
直
し
、

ま
ず
月
給
制
に
変
え
る
必
要
が
あ
る
わ
け

で
す
。

　

困
難
な
課
題
は
ま
だ
あ
り
、
積
雪
時
の

除
雪
や
災
害
発
生
時
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず

出
動
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
構
造
的
問
題
を
抱
え
る
た
め
、

初
任
給
な
ど
の
賃
金
を
上
げ
て
も
若
年
層

の
募
集
に
苦
戦
し
、
3
年
以
内
の
離
職
率

は
大
卒
で
30
％
、
高
卒
で
48
％
に
上
り
ま

す
。
そ
の
後
、
離
職
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、

同
業
他
社
で
は
な
く
他
産
業
へ
移
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
下
請
け
や
発
注
先
を
含
む
業

界
全
体
で
解
決
し
な
け
れ
ば
、
週
休
2
日

の
早
期
達
成
は
極
め
て
難
し
い
の
で
す
。

　

当
社
は
社
会
的
使
命
を
自
覚
し
、
ま
ず

現
場
で
の
4
週
6
休
を
図
り
、
次
は
４
週

８
休
を
し
っ
か
り
と
る
仕
組
み
を
作
り
ま

す
。

　

ま
た
、
生
産
性
向
上
の
た
め
、
あ
ら
ゆ

る
工
程
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
す
る
ア
イ
・

コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
推
進
し
ま
す
。

特
に
ド
ロ
ー
ン
は
、
3
Ｄ
測
量
や
設
計
に

有
効
で
す
。
建
設
機
械
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
進

み
ま
し
た
。
現
場
の
作
業
は
、
従
来
と
大

き
く
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
を
周
知
し
て
、

業
界
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
活
か
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
途
採
用
で
定
着
率
を
上
げ
る

日
根
野
●
当
社
は
、
社
員
２
４
０
人
の
う

ち
女
性
が
75
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
時
間

を
大
事
に
し
て
残
業
は
極
力
減
ら
し
、
女

性
が
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
努
め

て
、
人
手
不
足
を
回
避
で
き
ま
し
た
。

　

主
な
製
品
は
、
最
中
の
皮
な
ど
和
菓
子

の
材
料
で
、
付
加
価
値
が
高
い
半
面
、
作

業
は
人
手
に
依
存
し
、
コ
ス
ト
の
大
半
が

人
件
費
で
す
。

　

社
員
は
売
上
に
応
じ
て
増
や
し
て
お

り
、
応
募
数
は
7
年
ほ
ど
前
で
求
人
の
10

倍
、今
で
も
2
倍
近
い
応
募
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
最
初
か
ら
う
ま
く
い
っ
て
い

た
わ
け
で
は
な
く
、
15
年
前
に
私
が
社
長

に
な
る
前
に
は
、
過
剰
な
残
業
も
あ
り
ま

し
た
。
製
品
の
性
格
上
、
暮
れ
の
3
カ
月

に
繁
忙
期
が
集
中
す
る
た
め
で
す
。
私
自

身
は
当
時
、
3
カ
月
で
1
日
で
も
休
め
れ

ば
御
の
字
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、社
員
は
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。

「
遅
く
ま
で
残
業
し
て
家
に
帰
る
と
、
子

ど
も
が
待
ち
く
た
び
れ
て
、
こ
た
つ
で
寝

て
い
る
。
そ
の
姿
が
か
わ
い
そ
う
で
な
ら

な
い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
納
期
を
守
ら
な
け
れ
ば
、

会
社
は
立
ち
行
か
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
手
を
つ
け
た
の
が
、「
中
途
採

用
の
強
化
」
と
「
生
産
計
画
の
見
直
し
」

で
す
。

　

新
卒
は
20
年
ほ
ど
前
ま
で
、
高
卒
者
を

採
用
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
入
社
か

ら
5
、
6
年
た
ち
、
立
派
な
戦
力
に
な
っ

た
こ
ろ
に
辞
め
る
の
で
す
。
当
社
の
仕
事

は
、
単
純
労
働
を
コ
ツ
コ
ツ
続
け
る
の
が

特
徴
で
、
若
い
人
と
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
結
局
、
新
卒
の
定

期
採
用
は
、 

自
社
に
と
っ
て
の
ス
テ
ー
タ
ス

は
あ
っ
て
も
実
益
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
中
途
採
用
優
先
へ
切
り
替
え

ま
し
た
。
社
会
経
験
が
あ
る
人
は
、
収
入

ア
ッ
プ
や
社
会
参
加
と
い
う
、
し
っ
か
り

し
た
目
標
で
働
い
て
く
れ
ま
す
。
お
か
げ

で
定
着
率
が
上
が
り
、
パ
ー
ト
社
員
で
も

社
歴
30
年
近
い
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

狙
い
を
絞
っ
た
求
人
募
集
が
で
き
る
の
も

効
率
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
暮
れ
に
集
中
す
る
生
産
計
画

を
見
直
し
、
春
先
か
ら
準
備
し
て
残
業
は

一
切
し
な
い
こ
と
を
目
標
に
し
ま
し
た
。

ど
う
し
て
も
納
期
に
間
に
合
わ
せ
た
い
時

は
、
正
社
員
に
「
1
時
間
限
定
」
で
残
業

し
て
も
ら
い
ま
す
。
強
制
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
あ
ら
か
じ
め
時
間
を
限
定
す
る
こ

北川 義信氏
北川ヒューテック㈱会長

〈副会頭〉
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と
で
、
み
な
さ
ん
協
力
し
て
く
れ
ま
す
。

　

昨
年
は
気
候
の
関
係
で
多
少
の
残
業
は

あ
り
ま
し
た
が
、
一
昨
年
ま
で
は
残
業
な

し
に
も
関
わ
ら
ず
、
売
上
を
伸
ば
す
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。

総
合
的
な
経
営
改
革
に
取
り
組
む

松
本
●
工
作
機
器
メ
ー
カ
ー
は
、
好
不
況

に
よ
っ
て
繁
閑
の
差
が
大
き
い
の
が
特
徴

で
す
。
繁
忙
期
は
、
残
業
や
休
日
出
勤
が

常
態
化
し
、
や
が
て
残
業
収
入
が
生
活
給

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
う
な
る
と
意

識
を
変
え
る
の
に
苦
労
し
ま
す
。

　

今
回
の
働
き
方
改
革
は
、
労
使
双
方
が

互
い
に
意
識
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
捉

え
て
い
ま
す
。
当
社
は
現
在
、「
生
産
性

向
上
に
よ
る
賃
金
引
き
上
げ
」「
長
時
間

労
働
の
是
正
」「
子
育
て
や
介
護
と
仕
事

の
両
立
」「
女
性
や
若
者
の
活
躍
」「
高
齢

者
・
障
害
者
の
就
労
促
進
」
の
5
つ
を
主

な
目
標
に
掲
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
経
営
改
革
の
た
め
「 

マ
イ

ン
ド
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
構
築
」
と
「
プ

ロ
ダ
ク
ト
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」「
プ
ロ
セ

ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
の
3
つ
を
推
進
し

ま
す
。
目
指
す
の
は
社
員
一
人
ひ
と
り
が

（※）
先
端
職
人
と
な
り
、
主
役
と
な
っ
て
活

躍
す
る
経
営
体
質
で
す
。

　

一
連
の
改
革
で
重
視
す
る
の
は
、
た
だ

残
業
時
間
を
減
ら
す
の
で
は
な
く
、
総
合

的
な
経
営
改
革
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
で

す
。
残
業
が
減
っ
て
も
、
仕
事
の
成
果
が

上
が
れ
ば
、
給
与
や
ボ
ー
ナ
ス
に
反
映
し

ま
す
。
労
使
が
互
い
に
改
革
の
メ
リ
ッ
ト

を
実
感
す
れ
ば
、
さ
ら
に
生
産
性
が
向
上

し
て
い
く
好
循
環
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
言
わ
れ
た
こ
と
だ
け
や

る
よ
う
な
仕
事
の
や
り
方
を
改
め
て
、
自

主
自
律
の
精
神
で
仕
事
に
取
り
組
む
風
土

を
作
る
つ
も
り
で
す
。
実
現
に
は
訓
練
が

必
要
で
す
が
、
社
員
の
や
り
が
い
向
上
に

も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

社
外
を
含
む
改
革
で
は
、
取
引
先
と
の

関
係
を
共
感･

共
創
型
へ
変
え
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
メ
ー
カ
ー
企
業
間
取
引

が
主
体
で
し
た
が
、
相
手
企
業
を
通
じ
て

最
終
顧
客
と
間
接
的
に
接
す
る
た
め
、
仕

事
に
当
た
り
外
れ
が
多
く
な
っ
て
き
た
こ

と
が
難
点
で
し
た
。

　

そ
こ
で
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
当
社
が
直

接
、最
終
顧
客
の
意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

企
業
間
取
引
を
進
め
る
ス
タ
イ
ル
に
改
め

ま
す
。
商
品
開
発
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で

は
結
局
、
最
終
顧
客
の
困
っ
た
こ
と
に
応

え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
労
働
時
間
短
縮
に
生
産
性
向
上

は
必
須
で
あ
り
、
業
務
全
般
の
見
直
し
と

効
率
化
を
図
り
ま
す
。
社
員
の
多
能
工
化

を
進
め
、設
備
の
稼
働
率
を
上
げ
る
た
め
、

高
機
能
設
備
へ
の
投
資
も
行
い
ま
す
。

　

導
入
か
ら
10
年
以
上
た
っ
た
Ｉ
Ｔ
関
連

シ
ス
テ
ム
も
更
新
し
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に

な
っ
て
い
る
業
務
を
詳
し
く
探
る
つ
も
り

で
す
。
新
シ
ス
テ
ム
は
重
複
業
務
を
一
度

整
理
し
た
上
で
、
今
年
6
月
ご
ろ
ま
で
に

ベ
ン
ダ
ー
に
発
注
す
る
予
定
で
す
。

　

同
時
に
人
事
考
課
の
明
確
化
、
公
平
化

を
図
り
、
能
力
向
上
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

社
員
に
示
し
な
が
ら
、
個
別
面
談
で
指
導

し
ま
す
。

　

残
業
は
上
限
目
標
を
提
示
し
、
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
休
暇
制
度
も
充
実
さ
せ
ま
す
。
現

在
は
年
３
日
で
す
が
、
今
年
は
日
数
を
5

日
相
当
に
増
や
す
つ
も
り
で
す
。

　

子
育
て
休
暇
は
、
女
性
は
希
望
通
り
に

取
得
で
き
て
お
り
、
過
去
に
は
育
児
休
暇

を
取
得
し
た
男
性
も
い
ま
す
。

　

障
害
者
雇
用
で
は
昨
年
2
人
を
採
用

し
、
そ
れ
な
り
に
ス
ム
ー
ズ
に
職
場
に
な

じ
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
、
社
員
教
育
で
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
で
テ
ー
マ
を
定
め
て
発
表
会
を
実
施

す
る
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
親
睦
企
画
を
通

じ
て
、
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
努
め

定
着
率
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
能
力
向
上
の
た
め
Ｏ
Ｂ
社
員

2
人
と
外
部
か
ら
70
歳
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン

を
顧
問
と
し
て
ま
ね
き
、
月
に
6
日
間
ほ

ど
社
員
指
導
に
当
た
っ
て
も
ら
う
ほ
か
、

大
学
と
の
交
流
機
会
も
設
け
て
い
ま
す
。

福
永
●
当
社
は
、
社
員
の
健
康
管
理
を
戦

略
的
に
実
施
す
る
「
健
康
経
営
」
で
生
産

性
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

創
業
は
約
20
年
前
で
、
現
在
は
デ
ジ
タ

ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
（
電
子
看
板
）
が
主
力
商

品
で
す
。
各
種
広
告
や
銀
行
店
頭
で
の
金

利
表
示
な
ど
に
使
わ
れ
、
当
社
は
金
融
機

関
で
20
％
の
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

石
川
と
東
京
に
拠
点
を
構
え
、
東
京
は

日根野  幸子氏
加賀種食品工業㈱社長

   〈議員〉
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第
一
線
で
活
躍
し
て
き
た
高
齢
者
を
積
極

的
に
採
用
し
て
お
り
、
66
歳
を
筆
頭
に
平

均
年
齢
は
60
歳
で
す
。
高
年
齢
で
も
「
ま

だ
ま
だ
働
け
る
」「
あ
と
5
年
は
働
き
た

い
」
と
希
望
す
る
方
は
、
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
家
庭
の
事
情
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

維
持
な
ど
、
個
人
の
人
生
設
計
ま
で
踏
み

込
み
な
が
ら
、
互
い
に
納
得
し
て
働
い
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
と
石
川
は
、
常
時
テ
レ
ビ
会
議
シ

ス
テ
ム
で
つ
な
が
っ
て
お
り
、
時
に
雑
談

に
も
使
う
の
で
、
距
離
を
感
じ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
高
齢
者
の
豊
富
な
社
会
経

験
は
、
私
や
若
い
社
員
に
も
参
考
に
な
る

た
め
、
全
員
が
情
報
共
有
し
て
仕
事
に
活

か
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
同
時
に
当

社
が
、
高
齢
者
に
と
っ
て
仕
事
の
集
大
成

の
場
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
が
健
康
で
あ
る
に
は
、
従

業
員
が
健
康
で
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

専
務
で
あ
る
私
の
妻
は
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格
を
持
っ
て
お
り
、
健

康
経
営
を
実
現
す
る
た
め
、
昼
の
休
憩
時

間
な
ど
に
社
員
に
指
導
し
な
が
ら
運
動
す

る
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

仕
事
を
し
な
が
ら
運
動
習
慣
が
身
に
つ

く
こ
と
が
好
評
で
「
会
社
に
来
る
の
が
楽

し
い
」
と
い
う
声
も
聞
き
ま
す
。
子
育
て

世
代
の
女
性
社
員
ら
が
積
極
的
に
参
加
し

て
お
り
、
家
事
や
子
育
て
の
ス
ト
レ
ス
解

消
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
Ｉ
Ｔ
機
器
活
用
の
一
環
と

し
て
、
腕
に
は
め
て
歩
行
量
や
睡
眠
の
状

態
を
把
握
で
き
る
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
を

全
社
員
に
支
給
し
ま
し
た
。
ス
マ
ホ
な
ど

で
簡
単
に
自
分
の
運
動
や
健
康
の
状
態
が

分
か
る
た
め
、
社
員
同
士
が
よ
く
話
題
に

し
て
い
ま
す
。

　

導
入
後
は
、
社
員
が
す
す
ん
で
笑
顔
で

あ
い
さ
つ
す
る
よ
う
に
な
り
、
楽
し
ん
で

健
康
的
に
働
く
環
境
が
実
現
し
て
、
こ
こ

数
年
は
離
職
率
ゼ
ロ
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
当

社
は
昨
年
、
石
川
県
か
ら
「
い
し
か
わ
健

康
経
営
宣
言
企
業
」に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

命
を
守
り
死
亡
事
故
を
な
く
す

―
こ
こ
か
ら
は
、
補
足
事
項
な
ど
が
あ
れ

ば
、
自
由
に
お
話
し
く
だ
さ
い
。

北
川
●
一
般
的
な
企
業
調
査
結
果
で
す

が
、
所
定
外
の
労
働
が
必
要
に
な
る
理
由

を
補
足
す
る
と
、
複
数
回
答
で
最
も
多
い

の
は
、「
顧
客
や
消
費
者
か
ら
の
不
規
則

な
要
望
に
対
応
す
る
た
め
」
で
44
％
、「
業

務
上
の
理
由
（
仕
事
が
多
い
）」
43
％
、

「
繁
閑
差
が
大
き
い
」
40
％
、「
人
員
不
足
」

30
％
で
し
た
。
顧
客
に
対
応
す
る
た
め
、

自
社
だ
け
で
は
改
善
が
難
し
い
点
も
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
竹
●
建
設
業
で
は
内
装
な
ど
、
工
期
の

最
後
に
シ
ワ
寄
せ
が
集
中
す
る
問
題
も
あ

り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
工
期
短
縮
に
伴
う

増
加
費
用
を
下
請
に
負
担
さ
せ
る
よ
う
な

建
設
業
法
に
違
反
す
る
行
為
が
あ
れ
ば
、

国
土
交
通
省
に
よ
る
調
査
・
指
導
の
対
象

と
な
り
得
る
こ
と
か
ら
、
私
ど
も
労
働
基

準
監
督
機
関
と
し
ま
し
て
も
、
国
土
交
通

省
と
の
通
報
制
度
を
構
築
す
る
な
ど
の
取

組
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
行
政
が

民
間
発
注
工
事
の
工
期
の
見
直
し
に
直
接

介
入
し
た
り
、
発
注
元
に
是
正
を
依
頼
し

た
り
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
が
現
実
で

す
。
ま
た
、
人
手
不
足
を
即
座
に
解
決
す

る
よ
う
な
処
方
せ
ん
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
も
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
人
手

が
不
足
す
る
今
こ
そ
が
、
時
間
の
使
い
方

を
考
え
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
す
。

　

改
革
が
求
め
ら
れ
る
元
を
た
ど
れ
ば
、

労
働
者
の
命
を
守
る
こ
と
に
行
き
着
き
ま

す
。
長
時
間
労
働
を
放
置
す
れ
ば
労
働
災

害
を
誘
発
し
か
ね
ず
、
昨
年
は
一
昨
年
よ

り
死
亡
事
故
者
が
２
人
増
え
て
い
ま
す
。

精
神
的
に
病
ん
だ
末
に
自
殺
す
る
よ
う
な

労
災
事
故
も
、ゼ
ロ
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

労
働
行
政
機
関
は
、
石
川
県
が
働
き
方

改
革
で
日
本
一
を
目
指
す
こ
と
を
支
援
し

ま
す
。
手
引
き
と
な
る
「
い
し
か
わ
働
き

方
改
革
支
援
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
も
作
り
ま

し
た
。
法
令
遵
守
を
周
知
し
な
が
ら
、
各

種
団
体
や
市
町
村
、
同
業
種
単
位
で
、
縦

横
く
ま
な
く
助
成
措
置
を
進
め
ま
す
。

　

助
成
金
は
申
請
主
義
な
の
で
、
ま
ず
相

談
い
た
だ
く
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
す
。

助
成
対
象
は
幅
広
い
た
め
個
別
対
応
に
な

り
ま
す
が
、
何
ら
か
の
支
援
が
で
き
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

労
働
基
準
監
督
署
で
は
、
新
た
に
「
労

働
時
間
相
談
・
支
援
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け

ま
し
た
。
わ
ざ
わ
ざ
労
働
基
準
監
督
署
に

出
向
か
な
く
て
も
、
職
員
を
会
社
に
呼
ん

松本  要  氏
松本機械工業㈱社長

 〈議員〉
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で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
関
係

書
類
を
提
出
す
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

働
き
方
改
革
で
は
ト
ッ
プ
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
加
え
、
労
使
が
一
体
と
な
っ
て

企
業
風
土
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
形
だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
、
魂
を
入
れ

る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

国
民
の
命
を
守
り
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
目

指
す
た
め
、
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

ぜ
ひ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

北
川
●
人
手
不
足
対
策
は
、
働
く
人
を
増

や
す
視
点
も
必
要
で
す
。
石
川
県
は
女
性

や
高
齢
者
の
就
労
率
が
高
く
、
伸
び
代
が

余
り
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
と
す
れ
ば
、
出
生

率
を
上
げ
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
労
働
生
産
性
は
、
そ
も
そ
も
就

業
人
口
が
少
な
い
業
種
で
高
く
な
る
傾
向

が
あ
り
、
電
気･

ガ
ス
・
水
道
業
、
金
融

･

保
険
業
、
情
報
通
信
業
で
顕
著
で
す
。

一
方
、
製
造
業
、
卸･

小
売
、
建
設
、
医

療
福
祉
、
宿
泊
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
の
5

分
野
は
就
業
者
が
多
い
半
面
、
生
産
性
は

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
個
別
的
に

き
め
の
細
か
い
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
、

全
体
の
底
上
げ
が
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
は
、
先
進
7
カ
国
で
最
も
労
働
生

産
性
が
低
い
と
さ
れ
ま
す
が
、
パ
ー
ト
な

ど
の
低
賃
金
の
非
正
規
雇
用
が
4
割
を
占

め
て
い
る
の
も
一
因
で
す
。
彼
ら
の
賃
金

は
正
社
員
の
6
割
で
、
欧
米
の
8
割
に
比

べ
て
安
く
、
結
果
的
に
世
界
の
中
で
低
く

な
っ
て
い
る
点
は
見
落
と
せ
ま
せ
ん
。

松
竹
●
求
職
者
の
減
少
が
続
く
中
で
、
障

害
者
の
活
躍
の
場
を
拡
げ
る
こ
と
も
重
要

で
す
。
ま
た
、
障
害
者
の
就
職
件
数
が
対

前
年
で
マ
イ
ナ
ス
だ
っ
た
の
は
全
国
で
4

県
あ
り
ま
す
が
、石
川
も
そ
の
一
つ
で
す
。

こ
れ
か
ら
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
制
度
の
活
用
な

ど
を
通
じ
て
、
就
職
件
数
を
増
や
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

入
管
法
改
正
に
伴
い
、
今
後
外
国
人
労

働
者
の
雇
用
が
増
え
る
と
し
て
も
、
必
ず

し
も
石
川
に
来
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
課

題
を
産
業
単
位
で
見
が
ち
で
す
が
、
実
態

は
各
社
で
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
り
ま
す
。
行
政

側
は
社
会
が
求
め
る
声
と
ず
れ
な
い
よ
う

に
、
応
援
内
容
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

下
請
け
を
や
め
経
営
革
新
、

そ
し
て
働
き
方
改
革
へ

福
永
●
実
は
当
社
は
、
長
時
間
労
働
を
な

く
す
こ
と
を
目
標
に
し
て
、
ま
っ
た
く
別

業
種
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
で
こ
そ
健
康
経
営
企
業
に
認
定
さ

れ
る
状
況
で
す
が
、
以
前
は
労
働
基
準
監

督
署
の
指
導
を
何
度
も
受
け
る
ほ
ど
、
長

時
間
労
働
が
常
態
化
し
て
い
た
の
で
す
。

　

か
つ
て
当
社
は
、
従
業
員
60
人
規
模
の

孫
請
け
主
体
の
ソ
フ
ト
製
作
会
社
で
し

た
。
そ
の
当
時
、
私
が
朝
出
社
す
る
と
、

社
員
が
徹
夜
で
働
い
て
い
る
こ
と
が
度
々

あ
り
ま
し
た
。
理
由
を
尋
ね
る
と
「
夜
に

顧
客
か
ら
ト
ラ
ブ
ル
で
呼
び
出
さ
れ
、
対

応
に
追
わ
れ
て
作
業
中
だ
」
と
言
う
の
で

す
。
心
の
病
を
発
症
し
て
出
社
で
き
な
く

な
る
社
員
も
お
り
ま
し
た
。

　

ど
う
す
れ
ば
、
こ
の
長
時
間
労
働
を
変

え
ら
れ
る
の
か
。
思
い
悩
ん
だ
末
に
「
下

請
け
仕
事
を
す
べ
て
や
め
る
」
と
い
う
結

論
に
至
り
ま
し
た
。
10
億
円
近
い
売
上
を

失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
初
代

会
長
で
あ
る
真
藤 

恒
氏
の
教
え
に
従
い
、

「
社
員
の
幸
せ
を
１
０
０
％
考
え
る
」
こ
と

を
最
優
先
す
る
方
針
に
転
換
し
た
の
で
す
。

　

社
員
の
前
で
「
孫
請
け
の
ソ
フ
ト
会
社

と
い
う
業
種
か
ら
離
れ
、
自
分
た
ち
が
メ

ー
カ
ー
に
な
り
、
も
う
一
度
会
社
を
作
り

直
す
」
と
宣
言
し
、
そ
の
後
は
電
子
看
板

の
製
造
販
売
と
い
う
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
に

挑
戦
す
る
道
へ
進
み
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
約
10
年
た
っ
た
今
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
全
国
か
ら
注
文

が
舞
い
込
み
、
以
前
の
売
上
利
益
率
を
上

回
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

働
き
方
改
革
で
は
、
社
員
が
働
き
や
す

い
環
境
づ
く
り
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
方
向
付
け

の
両
輪
で
取
り
組
む
こ
と
が
、
非
常
に
重

要
だ
と
痛
感
し
ま
す
。

　

大
胆
な
変
身
は
、
決
し
て
当
社
だ
け
の

話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
福
井
県
の
Ｏ
社
さ

ん
は
、
下
請
け
中
心
か
ら
建
材
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
販
売
す
る
会
社
に
変
わ
り
、

納
期
に
追
わ
れ
ず
残
業
は
ほ
ぼ
な
く
な
っ

た
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
売
上
は
伸
び
て

い
ま
す
。

　

白
山
市
の
Ｓ
社
さ
ん
は
、
歯
科
医
院
向

け
商
品
の
ネ
ッ
ト
通
販
に
取
り
組
ま
れ
、

株
式
上
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
の
時
代
は
、
コ
ア
の
活
用
と
プ
ラ
ス

福永 泰男 氏
サイバーステーション㈱社長

〈評議員〉
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（
本
文
中
、
敬
称
略
）

ア
ル
フ
ァ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
大
切
だ
と
改

め
て
思
う
次
第
で
す
。

業
績
と
時
間
短
縮
を
両
立
さ
せ
る

―
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
業
務
改
善
や
多
能
工

化
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

松
本
●
当
社
は
業
務
プ
ロ
セ
ス
を
見
直
す

た
め
、
専
門
家
に
依
頼
し
て
全
部
門
で
従

業
員
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
繰
り
返
し
、
課
題

を
探
り
ま
し
た
。
今
は
、
浮
か
び
上
が
っ

た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
目
標
を
定
め

た
上
で
問
題
点
を
よ
り
深
く
掘
り
下
げ
、

改
善
に
取
り
組
む
段
階
で
す
。

　

経
営
者
が
上
か
ら
見
て
も
、
下
ま
で
問

題
は
見
通
せ
ま
せ
ん
。
各
部
門
に
は
、
問

題
点
を
詳
細
に
把
握
し
て
い
る
担
当
者
が

い
ま
す
。
会
社
と
し
て
彼
ら
の
活
躍
の
場

を
作
り
な
が
ら
、
プ
ロ
セ
ス
の
見
直
し
を

進
め
る
つ
も
り
で
す
。

日
根
野
●
7
、
8
年
前
に
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
の
見
直
し
が
騒
が
れ
た
当
時
、

私
は
「
ま
る
で
出
社
し
な
く
て
も
給
料
を

払
え
と
要
求
す
る
よ
う
な
も
の
」
と
捉
え

て
、
業
績
と
時
間
短
縮
を
両
立
す
る
の
は

難
し
い
と
受
け
止
め
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
今
は
、
両
立
さ
せ
る
第
3
の
道

が
多
能
工
化
だ
と
分
か
っ
た
の
で
す
。
最

初
は
社
員
全
員
が
全
部
署
を
担
当
で
き
る

よ
う
に
と
考
え
ま
し
た
が
、
今
は
よ
り
現

実
的
に
部
署
単
位
で
、
だ
れ
も
が
代
わ
り

を
務
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
最

中
の
皮
づ
く
り
の
工
程
で
１
８
０
人
が
働

い
て
い
ま
す
が
、
全
員
が
多
能
工
で
す
。

　

お
互
い
様
の
発
想
で
、
い
つ
で
も
だ
れ

で
も
休
め
る
環
境
が
実
現
し
た
の
は
、
多

能
工
化
の
お
か
げ
で
す
。
実
際
、
孫
が
い

る
年
代
の
社
員
で
も
、
孫
の
世
話
の
た
め

に
突
然
、
有
休
で
休
み
た
い
と
い
う
申
し

出
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
で
も
、
全
員
が
ど
ん
な
作
業

で
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
他
の
人
で

穴
埋
め
で
き
ま
す
。
子
育
て
世
代
に
と
っ

て
も
、
育
児
と
仕
事
を
両
立
し
や
す
く
な

る
わ
け
で
、
女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
を

実
現
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

長
く
働
く
人
が
増
え
て
熟
練
者
ぞ
ろ
い

に
な
れ
ば
生
産
性
も
上
が
り
、
業
績
を
下

げ
ず
に
残
業
を
減
ら
せ
る
と
思
い
ま
す
。

福
永
●
最
近
は
生
産
性
向
上
の
た
め
、
無

用
な
会
議
を
極
力
減
ら
す
会
社
が
増
え
ま

し
た
。
一
方
で
、
全
社
員
に
業
務
指
示
を

徹
底
す
る
こ
と
が
新
た
な
課
題
に
な
り
、

解
決
の
道
具
と
し
て
Ｉ
Ｔ
機
器
が
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
当
社
の
電
子
看
板
は
、
工
場
の

生
産
ラ
イ
ン
な
ど
で
随
所
に
設
置
さ
れ
、

必
要
な
情
報
を
伝
え
る
た
め
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
テ
レ
ビ
番
組
の
よ
う
に
四
六
時

中
、
指
示
や
最
新
情
報
が
流
れ
て
い
る
の

で
、
自
然
に
徹
底
で
き
る
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
作
業
者
が
７
０
０
０
人
に
上

る
福
島
原
発
で
安
全
に
働
い
て
も
ら
う
に

は
、
放
射
能
汚
染
か
ら
身
を
守
る
情
報
を

確
実
に
伝
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
作
業
中
に
ガ
ム
を
か
む
と

汚
染
源
が
体
内
に
入
る
危
険
性
が
あ
り
、

全
員
に
周
知
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

従
来
は
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
て
掲
示
し
、

朝
礼
な
ど
で
伝
達
す
る
や
り
方
で
し
た

が
、
現
場
に
と
っ
て
は
負
担
で
し
た
。

　

今
は
電
子
看
板
を
40
カ
所
に
設
置
し

て
、
こ
う
し
た
情
報
を
繰
り
返
し
流
し
て

い
ま
す
。
作
業
員
が
い
ち
い
ち
自
分
で
ス

マ
ホ
な
ど
を
見
る
必
要
も
な
く
、
1
回
だ

け
言
っ
て
お
し
ま
い
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

業
務
改
善
に
Ｉ
Ｔ
機
器
を
大
い
に
生
か

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

北
川
●
少
子
化
が
進
み
人
手
不
足
が
深
刻

化
す
る
中
、
改
革
が
互
い
に
人
材
を
奪
い

合
う
結
果
に
つ
な
が
る
の
は
、
望
ま
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
女
性
や
高
齢
者
以

外
の
分
野
で
も
、
就
業
率
を
上
げ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
単
な
る
残
業
時
間

削
減
に
終
わ
ら
せ
ず
、
Ｉ
Ｔ
機
器
へ
の
投

資
な
ど
で
生
産
性
を
上
げ
る
こ
と
と
、
社

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

生
産
性
を
伴
っ
た
総
合
的
な
働
き
方
改

革
に
よ
っ
て
売
上
高
や
利
益
の
増
加
を
図

り
、
給
与
・
福
利
厚
生
の
改
善
を
行
っ
て

優
秀
な
人
材
を
獲
得
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
と
い
う
好
循
環
を

生
み
出
す
仕
組
み
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ト
ッ
プ
と
社
員
が
一
体
と
な
っ

て
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
が
働
き
方
改
革
で
成
果
を
上
げ
る

手
順
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

松竹 泰男氏
石川労働局長



1/26土-2/28木
冬の金沢 まるごと 旨い。

金澤八家共同企画ホテルオリジナル“カニ×カニ”ランチ
第10回金沢ホテルランチスタンプラリー

1,000円～2,500円（税込）
金澤八家（金沢ホテル懇話会）

日時

会場 金沢市内7ホテル内レストラン
※詳しくは、各ホテルまでお問い合わせ下さい。

ANAクラウンプラザホテル金沢 ☎076-224-9805

ANAホリディ・イン金沢スカイ ☎076-233-2233(代)

金沢国際ホテル ☎076-296-1912

金沢東急ホテル ☎076-231-3913

金沢ニューグランドホテル ☎076-233-1311(代)

ホテル金沢 ☎076-223-1111(代)

ホテル日航金沢 ☎076-234-1111(代)

カスケイド ダイニング ☎076-224-9802

中国料理 花梨 ☎076-224-9804

日本料理 雲海 ☎076-224-9805

お届けフードピア 豪華三段重弁当（和・洋・中）
3,500円（税込）

金沢ニューグランドホテル 076-233-2540☎
日時

無料配達地域
（２個以上のご注文より）金沢市、内灘町、津幡町、
野々市市、白山市（ご予約は２日前）

1月5日（土）～2月28日（木）
11：00 ～ 18：00

お届けフードピア だんらんセット
13,000円（税込）

金沢ニューグランドホテル 076-233-2540☎
日時

無料配達地域
金沢市、内灘町、津幡町、野々市市、白山市（ご予約
は２日前）

1月5日（土）～2月28日（木）
11：00 ～ 18：00

フードピア大感謝ディナー
お一人様4,500円　ご優待価格3,980円（税金、サービス料込ご優待券有り）
金沢ニューグランドホテル 076-233-1311☎

日時

会場 12F　フレンチレストラン「ロワ」　2F　加賀料理「友
禅」　3F　中国料理「犀江」　M2F　カフェレストラ
ン「トレド」

1月5日（土）～2月28日（木）
17：30 ～ 20：30（L.O.20：00）

冬の味覚をたっぷり中国料理で満喫
土日祝日限定“ランチオーダーバイキング”

大人2,500円　小学生半額　幼児無料（税金、サービス料込）
金沢ニューグランドホテル 076-233-1311☎

日時

会場 3F　中国料理「犀江」

1月12日（土）～2月24日（日）
11：30 ～ 14：00

加賀屋グループの4人の匠による食談義
定員50名12,000円（税金、サービス料込）

料理旅館 金沢茶屋 フリーダイヤル0120-378-223☎
日時

会場 金沢茶屋　楽の間

1月31日（木）
受付 　11：00 ～
開宴 　11：30 ～

1月15日（火）～3月31日（日）
11:30 ～ 14:00

バレンタインセレクション ショコラギフト
“クール ド ISHIKAWA”ボンボンショコラ　2個入り750円　5個入り1,800円　10個入り3,600円

タブレットショコラ・バレンタインスペシャル　4種 各450円（税込） 
ANAクラウンプラザホテル金沢 076-224-9802☎

日時

会場 1F　ペストリーショップ

2月1日（金）～2月14日（木）
10：00 ～ 22：30

バレンタインチョコレートギフト
5個入り1,800円　※税込

ホテル日航金沢 076-234-1111（代）☎
日時

会場 1F　ロビーラウンジ「ファウンテン」

2月1日（金）～2月14日（木）
10：00 ～ 21：30

バレンタインアフタヌーンティー
お一人様2,300円（税金、サービス料込）

ホテル日航金沢 076-234-1111（代）☎
日時

会場 1F　ロビーラウンジ「ファウンテン」

2月1日（金）～2月28日（木）
11：30 ～ 17：00（L.O）

ジビエフェア
1F カスケイド ダイニング　ランチ&ディナーブッフェでのご提供　

2F 中国料理 花梨　いのしし肉とトマトの焼売900円　
5F　日本料理 雲海　ぼたん鍋 2,000円（税金、サービス料込）

ANAクラウンプラザホテル金沢

会場 1F　カスケイド ダイニング　
2F　中国料理 花梨　　
5F　日本料理 雲海

日時 2月1日（金）～2月28日（木）
ランチ11：30 ～ 14：30
※カスケイド ダイニングのみ15:00まで　
ディナー 17：30 ～ 21：30

近江町鍋大会
無料（3,000食配布）

近江町市場商店街振興組合 076-231-1462☎
日時

会場 近江町いちば館広場

2月2日（土）
10：00 ～ 15：00

MROフードピア ホッとステーション
初コラボ！MROラジオ「ラジパラw」公開生放送

入場無料
北陸放送 076-262-1717☎

日時

会場 香林坊アトリオステージ

2月2日（土）
13:00 ～ 15:00

鼻毛の森氏 竹村　りゑ氏
（MROアナウンサー）

宇小　藤雄氏

※写真はイメージです

佐近　一彦氏 源田　則幸氏 藤井　幸治氏
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協賛事業 ※お問い合わせは各店まで。

『フードピア金沢 2019』の開催期間にあわせ、デパートや都市ホテル、商店街など
市内各所で様々な協賛イベントが行われ、食の祭典を盛り上げます。

お問い合わせ先
フードピア金沢開催委員会事務局（金沢商工会議所内）
☎ 076-232-1000  平日9：00～ 17：00

詳しくは公式ホームページまで
フードピア金沢 検索

バレンタインスイーツバイキング
大人2,000円　小学生1,000円　幼児500円（税金、サービス料込）

ホテル日航金沢 076-234-1111（代）☎
日時

会場 2F　バイキングレストラン「ザ・ガーデンハウス」

2月2日（土）～ 2月24日（日）　
※  期間中の土日祝のみ開催（2/2、2/3、2/9、2/10、
2/11、2/16、2/17、2/23、2/24）
15：00 ～ 17：00

総料理長 神戸正雄の
能登牛と加能ガニのセレクションディナー

定員60名10,000円（お料理、お飲物、税金、サービス料込　前売券有り）
金沢ニューグランドホテル 076-233-1311☎

日時

会場 12F　フレンチレストラン「ロワ」

2月2日（土）
18：00 ～ 20：00

料理の鉄人 陳建一氏 金沢初の料理ショー
定員80名25,000円（税金、サービス料込）

和風中華 招龍亭 076-233-1563☎
日時

会場 和風中華 招龍亭　
2F　金龍の間

2月7日（木）
18：00 ～ 20：30

バレンタインスイーツ&ブッフェ
ランチ　大人2,900円　65歳以上2,700円　7～ 12歳1,800円　4～ 6歳800円　3歳以下無料

ディナー　大人5,500円　65歳以上5,000円　7～12歳2,800円　4～6歳800円　3歳以下無料（税金、サービス料込）
ANAクラウンプラザホテル金沢 076-224-9802　☎

日時

会場 1F　カスケイド ダイニング

2月9日（土）～2月11日（月・祝）＆2月14日（木）
ランチ11：00～ 15：00、90分制（2/14は11：30～
15:00、時間無制限）ディナー 17：30 ～ 21：00

加賀の恵みに美し酒 金沢芸妓のお座敷芸
定員120名15,000円（税金、サービス料込前売券有り）

金沢ニューグランドホテル 076-233-2540☎
日時

会場 4F　宴会場　「金扇」の間

2月11日（月・祝）
18：00 ～ 20：00

特別賞味会 プレミアムなドリンクと日本料理の夕べ
定員14名お一人様10,000円（税金、サービス料込）

ANAクラウンプラザホテル金沢 076-224-9805　☎
日時

会場 5F　日本料理 雲海 桂の間

2月15日（金）
19：00 ～ 21：00

パティシエール特製　ケーキ&ライトミールバイキング
定員各60名1,600円（税金、サービス料込）

金沢ニューグランドホテル 076-233-1311☎
日時

会場 M2F　カフェレストラン「トレド」

2月16日（土）～2月17日（日）
一部 14：30 ～ 15：30　二部 16：00 ～ 17：00

綾戸智恵 Dinner & Live 2019
定員各75名23,000円（税金、サービス料込）

ホテル日航金沢 076-234-1111（代）☎
日時

会場 30F　「ラ・ソラ」

2月20日（水）
1部 ディナー 18：00 ～　ライブ 19：00 ～
2部 ディナー 20：30 ～　ライブ 21：30 ～

石川の地酒まつり
入場無料

香林坊大和 076-220-1111（代）☎
日時

会場 地下1F　「金沢ふーどパラダイス」和洋酒売場

2月21日（木）～2月26日（火）
10：00 ～ 19：30

中国料理長 橋本新一の
“まるごとオマール海老とフカヒレ料理を楽しむ会”

定員40名10,000円（お料理、お飲物、税金、サービス料込、前売券有り）
金沢ニューグランドホテル 076-233-1311☎

日時

会場 3F　中国料理「犀江」

2月24日（日）
18：00 ～ 20：00

花梨佐藤調理長のグルメサロン「冬の味覚を味わう」
定員30名お一人様12,000円（お料理、お飲物、税金、サービス料込）

ANAクラウンプラザホテル金沢 076-224-9804　☎
日時

会場 2F　多目的ルーム セラヴィ

2月24日（日）
18：00 ～ 20：30

むさし食話祭2019
3,000円～6,000円（税込）

武蔵商店街振興組合

美と健康　特別料理で心身共に元気に！

スパークリングワイン×旬のスペイン料理

プレミアムテキーラとプレミアム肉を楽しむ会

日時 2月19日（火）　13：00～14：30

日時 2月21日（木）　18：30～20：30

日時 2月28日（木）　18：30～20：30

会場

会場

会場

四川料理　「鳳凰」

スペイン料理　百万石バル

メキシカンバル　マルガリータ

話し手 鳳凰料理長  山形 友作氏

話し手 サントリー酒類（株） シニアソムリエ  出沼 憲和氏

話し手 マルガリータ店主  佐々木 茂氏

※詳しくは「フードピア金沢2019公式ホームページ」をご覧下さい。

☎

☎

☎

076-233-2233

076-232-1235

076-256-1076

綾戸　智恵氏

陳　建一氏橋本　新一氏

佐藤　裕一氏直江　学美氏
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北陸新幹線開業４年目を迎えるが、
ストロー現象はみられず

第５回　県外資本企業の支店・営業所の動向調査　結果概要

○北陸新幹線開業後・開業前５年以内に金沢市内に支店等開設に至った理由（n=33）複数選択
・  「交通インフラが充実」が約４割で最も多く選
択されていることから、北陸新幹線金沢開業が
支店等開設における要因の一つとなった状況
が伺われる。

・  次に選択された「その他」の意見として、「需要
の高まりに備え、営業強化をする」や「北陸三県
の中心に位置する地理的要因」などの意見が
あった。

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

42.4%

42.4%

30.3%
15.2%

15.2%

交通インフラが充実
その他

街に文化的魅力がある
従業員等の生活環境が整っている

人材の確保がしやすい
災害が少ない

営業者の駐車場が確保しやすい
オフィスビルの賃料が安い

自治体の支援が充実

3.0%
3.0%

3.0%
0.0%

■調査概要：  北陸新幹線金沢開業が、金沢市内に拠点を置
く県外資本企業の事業所機能の動向に与える
影響を把握する事を目的に実施

■調査対象：842 社

■調査期間：9月 1日～ 10 月 31 日

■回  収  数：257 社（回収率：30.5％）

主たる業種 回答数 回答率
製造業  81  31.5％
建設業  39  15.2％
卸売業  48  18.7％
小売業   8   3.1％
飲食業   1   0.4％

サービス業  47  18.3％
その他  33  12.8％
計 257 100.0％

○北陸新幹線開業後に当地に支店等を開設した事業所について
・  21社が新幹線金沢開業後に支店等を設置したと回答した。内訳はサービス業が11社で最も多く、製造業が６社で続いた

業種 回答数 業務内容
サービス業 11 システム開発、人材派遣、結婚式場、医療福祉、広告企画、宿泊業　等
製造業 ６ 太陽光発電、医療機器、家電、配管機器、立駐、産業用接続機器
その他 ４ ハウスメーカー、食品卸、金融機関、不動産
合計 21

・３項目全てにおいて、近い将来に増加・拡大とする回答が減少・縮小の回答を上回っている。

・  特に、約３割が近い将来に支店等の人員の増強（スタッフ人数増加）を予測している。一方で、人員の削減を予測してい
る事業所は僅か５％程度にとどまっている。

・  人員の増強を検討している業種では、サービス業、卸売業、建設業などで多く、主な理由は「営業力の強化」や「所管地域
の拡大」などの意見があった。

・  拠点の廃止や統合を予測した企業は３社で、「人手不足による労働力確保が困難」との理由や「業界の市場規模縮小な
どが要因」との回答があった。

・  以上のことから、北陸新幹線開業から４年目を迎えている現時点においても、支店・営業所の撤退等が進行するいわゆるス
トロー現象のような状況には無く、今後も事業所の機能強化が進められる方向で推移していくことが伺われる。

・  一方で、一部業界の市場規模縮小や、昨今の人手不足に起因する労働者確保が困難な状況から支店統合を予定する企業
があることから、引 き続き状況を注視していく必要がある。

○事業所機能の変化（過去１年・近い将来（１～２年後）について
スタッフ人数 所管地域 取扱品目

過去 将来 過去 将来 過去 将来
増・拡  17.5％  28.8％   3.1％   6.6％  14.4％  17.5％
減・縮  10.9％   5.1％   1.2％   0.4％   0.8％   0.8％
変化無し  69.6％  61.1％  91.8％  85.2％  81.3％  74.3％
未回答   2.0％   5.0％   3.9％   7.8％   3.5％   7.4％
計 100.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％



第68回

開
催
概
要
決
ま
る

開催日 時　間 行　事 開催場所

5/31金

 9：00～10：00 お水とりの儀式・茶筅供養 金澤神社・成巽閣

10：00～10：40 祈　願　祭 尾山神社

13：00～14：00 献　茶　式 尾山神社

6/1土

 8：30～16：00 百万石茶会 兼六園及びその周辺

14：00～18：00 百万石行列 　

（14:00～14:20）　　出 発 式 金沢駅東広場前

（14:20～17:30）　　行　　列 金沢駅東広場前～金沢城公園

（16:00～18:00）　　入城祝祭 金沢城公園

18：00～20：00 百万石踊り流し

国道157号線
　南町～片町間
広坂通り
　香林坊～広坂交差点手前

19：00～21：00 百万石薪能 金沢城公園

6/2日  8：30～16：00 百万石茶会 兼六園及びその周辺

◇ 主 催 行 事 ◇

■今年の日程

　

第
68
回
金
沢
百
万
石
ま
つ
り
は

５
月
31
日（
金
）
〜
６
月
２
日（
日
）

の
日
程
で
開
催
さ
れ
、１
日（
土
）

に
は
、メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

百
万
石
行
列
が
金
沢
市
中
心
部

を
勇
壮
に
行
進
し
ま
す
。前
田
利

家
公
役
に
は
俳
優
の
加
藤
晴
彦

さ
ん
、お
松
の
方
役
に
は
タ
レ
ン

ト
の
藤
本
美
貴
さ
ん
を
起
用
し

百
万
石
行
列
を
彩
り
ま
す
。

●
日　
　

時　

３
月
７
日（
木
）13
：
30
〜
16
：
30

●
場　
　

所　

金
沢
商
工
会
議
所
会
館
２
Ｆ「
研
修
室
１
」

●
内　
　

容　

  

従
業
員
が
自
ら
考
え
、働
く
人
財
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
た
め
の
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

具
体
策
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
に
つ
い
て
、わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

１
．従
業
員
の
や
る
気
の
ス
イ
ッ
チ
は
い
つ
入
る
？

　
　
　
　
　
　

２
．や
る
気
が
10
倍
ふ
く
ら
む
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
？

　
　
　
　
　
　

３
．や
る
気
が
10
倍
ふ
く
ら
む
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
具
体
策 

… 

等

●
講　
　

師　

メ
ン
タ
ル
チ
ャ
ー
ジ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
研
究
所
㈱ 

代
表
取
締
役　

岡お
か

本も
と 

文ふ
み

宏ひ
ろ  

氏

●
対　
　

象　

教
育
・
指
導
担
当
者
な
ど
、新
入
社
員
を
受
け
入
れ
る
側
の
皆
様

●
受
講
料　

当
所
会
員　

３
、２
４
０
円
／
名 （
資
料
代
・
消
費
税
込
）

　
　
　
　
　
　

一　
　

般　

５
、４
０
０
円
／
名

●
申　
　

込　
新
入
社
員
を
対
象
と
し
た「
新
入
社
員
実
務
基
礎
講
座
」も
申
込
み
受
付
中
！

　
　
　
　
　
　

詳
細
は
当
所
Ｈ
Ｐ
へ

●
問
合
せ
先　

人
材
確
保
・
育
成
グ
ル
ー
プ　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
２
６
３ - 

１
１
５
７

　

平
成
31
年
１
月
に
当
補
助
金
が
拡
充
さ
れ
、従
来
の
複
数
税
率
対
応
レ
ジ
等
の
導
入
、

受
発
注
シ
ス
テ
ム
の
改
修
等
に
加
え
、新
た
に
、区
分
記
載
請
求
書
等
へ
対
応
す
る
た
め

の
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
改
修
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
製
品
・
事
務
機
器
等
の
導
入
費
用
の
ほ
か
、複

数
税
率
に
対
応
す
る「
券
売
機
」に
つ
い
て
も
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、補
助
率
に
つ
い
て
も
、２
／
３
か
ら
３
／
４
へ
、３
万
円
未
満
の
レ
ジ
を
１
台

の
み
導
入
す
る
場
合
も
３
／
４
か
ら
４
／
５
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、補
助
金
を

活
用
し
、消
費
税
軽
減
税
率
制
度
へ
の
準
備
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

●
詳
細
は
、軽
減
税
率
対
策
補
助
金
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ：
０
１
２
０ - 

３
９
８ - 

１
１
１【
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
】

 

０
５
７
０ - 

０
８
１ - 

２
２
２【
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
】

　

当
制
度
は
、右
記
の
よ
う
な
、業
務
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
・
工
夫
等
に
取
り
組
む
県
内

中
小
企
業
者
に
対
し
て
、外
部
専
門
家（
生
産
性
向
上
ト
レ
ー
ナ
ー
）を
派
遣
し
、課

題
整
理
か
ら
、計
画
立
案
・
実
行
、そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ま
で
支
援
す
る
制
度

で
す
。

　

専
門
家
派
遣
に
か
か
る
経
費（
謝
金
＋
交
通
費
）の
２
／
３
が
補
助
さ
れ
ま
す
の

で
、こ
れ
を
機
会
に
生
産
性
の
向
上
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

●  

詳
細
は
、経
営
相
談
グ
ル
ー
プ　

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ：
２
６
３ - 

１
１
６
１（
磯
部
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

 

新
入
社
員 

受
け
入
れ
準
備
セ
ミ
ナ
ー

　
　

 

〜
モ
チ
ベ
ー
ション
管
理
、う
ま
く
出
来
て
い
ま
す
か
？
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
る
気
が
１０
倍
ふ
く
ら
む
人
財
育
成
術
！

生
産
性
向
上
ト
レ
ー
ナ
ー
派
遣
制
度
を

生
産
性
向
上
ト
レ
ー
ナ
ー
派
遣
制
度
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

活
用
し
ま
し
ょ
う
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

活
用
し
ま
し
ょ
う
！

軽
減
税
率
対
策
補
助
金
の

軽
減
税
率
対
策
補
助
金
の

　
　
　
　
　
　

対
象
拡
大
・
補
助
率
引
上
げ
！

　
　
　
　
　
　

対
象
拡
大
・
補
助
率
引
上
げ
！

定員
50名
（先着順）

● 

５
Ｓ
に
取
り
組
み
た
い

● 

レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
更
し
て
業
務
効
率
化
し
た
い

● 

業
務
の
標
準
化
を
進
め
た
い

● 

人
手
不
足
の
た
め
生
産
性
を
向
上
さ
せ
た
い

● 

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
を
き
ち
ん
と
導
入
し
た
い

● 

製
品
の
不
良
率
を
低
減
さ
せ
た
い

な
ど

専
門
家
の
指
導
料
の一
部
が
補
助
さ
れ
ま
す
！

「
券
売
機
」も
補
助
対
象
に
！
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会議所の動き
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東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
北
陸
営
業
セ
ン
タ
ー
所
長
の
佐
々
木
隆
博
氏
を
講
師
に
招

き
、「
首
都
圏
・
東
北
か
ら
見
た
金
沢
の
魅
力
〜
観
光
素
材
の
磨
き
上
げ
に
よ
る
誘

客
へ
の
取
り
組
み
〜
」
と
題
し
講
演
頂
い
た
。

　

佐
々
木
氏
は
、
一
昨
年
度
か
ら
首
都
圏
を
中
心
に
実
施
し
て
い
る
「
か
に
を
食

べ
に
北
陸
へ
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
取
り
組
み
や
、
同
社
が
50
代
以
上
を
対
象
に
提

供
す
る
サ
ー
ビ
ス
「
大
人
の
休
日
倶
楽
部
」
の
概
要
を
説
明
し
た
。

　

さ
ら
に
、
今
後
の
課
題
と
し
て
「
北
陸
で
の
外
国
人
宿
泊
数
が
全
国
の
3
％
と

低
い
。
こ
れ
を
改
善
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ジ
ャ
パ
ン
・
レ
ー

ル
・
パ
ス
や
北
陸
ア
ー
チ
パ
ス
な
ど
の
フ
リ
ー
パ
ス
商
品
を

海
外
に
Ｐ
Ｒ
し
、
移
動
手
段
と
し
て
北
陸
新
幹
線
の
存
在
を

認
知
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
に
な
る
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

12
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観光・サービス業部会

北
陸
新
幹
線
の
海
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
が
課
題

　

㈱
マ
ル
ハ
商
店
社
長
の
加
葉
田
恵
子
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
発
酵
食
品
の
不
思
議
」

と
題
し
講
話
頂
い
た
。

　

加
葉
田
氏
は
「
微
生
物
の
働
き
で
有
機
物
を
分
解
し
、
体
に
有
益
な
も
の
を
作

る
こ
と
を
発
酵
と
い
う
が
、
漬
物
は
乳
酸
菌
に
よ
る
発
酵
で
強
い
酸
性
に
な
り
、

食
中
毒
の
原
因
菌
を
死
滅
さ
せ
る
」
ま
た
、「
伝
統
的
な
製
法
の
か
ぶ
ら
寿
し
の
乳

酸
菌
は
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
匹
敵
す
る
整
腸
作
用
が
あ
る
が
、
植
物
性
な
の
で
、
胃

酸
に
弱
い
動
物
性
と
異
な
っ
て
生
き
た
ま
ま
腸
に
届
く
」
と
説
明
し
た
。
な
お
、

最
新
設
備
を
導
入
し
た
新
工
場
に
移
転
し
た
際
、「
漬
物
の
神
様
」
で
あ
る
乳
酸
菌

を
引
き
継
ぐ
た
め
、
古
い
工
場
の
柱
や
天
井
も
移
設
し
た
と
の

こ
と
で
「
お
陰
で
、
味
が
変
わ
ら
な
い
と
顧
客
か
ら
支
持
さ
れ

て
い
る
」
と
語
り
、地
元
の
伝
統
食
品
を
守
る
姿
勢
を
強
調
し
た
。

金
沢
伝
統
の
発
酵
食
品
に
つ
い
て
学
ぶ

機械金属業部会 12
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西
日
本
電
信
電
話
㈱
北
陸
事
業
本
部
長
の
小
川
成
子
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
Ｎ
Ｔ

Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
社
会
課
題
解
決
へ
の
取
り
組
み
」
と
題
し
て
講
話
頂
い
た
。

　

小
川
氏
は
、
近
年
の
社
会
課
題
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
が
取
り
組
む
重
点
項
目
を

説
明
し
た
上
で
「
課
題
解
決
に
貢
献
し
、
企
業
価
値
の
持
続
的
な
向
上
を
目
指
す
」

と
述
べ
た
。ま
た
、最
新
技
術
の
次
世
代
通
信
規
格「
５
Ｇ
」の
導
入
意
義
に
も
触
れ
、

北
陸
初
の
活
用
事
例
と
し
て
昨
年
７
月
に
富
山
県
で
開
催
さ
れ
た
「
東
京
ガ
ー
ル

ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
挙
げ
た
。
さ
ら
に
、
県
内
の
農
業
分
野
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ト
ラ
イ
ア
ル
や
、
富
山
県
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
観
光
振

興
の
サ
ポ
ー
ト
等
、
北
陸
地
方
で
の
取
り
組
み
も
紹
介
し
た
。

　

講
話
終
了
後
に
は
、
地
元
企
業
と
の
連
携
等
を
テ
ー
マ
に

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

情報・文化部会、情報化推進委員会合同会議

社
会
課
題
の
解
決
に
貢
献
し
企
業
価
値
を
高
め
る

　

多
様
化
す
る
決
済
方
法
と
顧
客
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
て
消
費
税
率
引
上
げ
・

軽
減
税
率
制
度
導
入
に
備
え
る
た
め
、
Ｇ
―
ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
代
表
で
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
杉
山
貴
思
氏
を
講
師
に
招
き
、「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
事

例
と
動
向
」
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

　

杉
山
氏
は
「
た
だ
商
品
を
販
売
す
る
姿
勢
で
は
モ
ノ
が
売

れ
な
い
時
代
の
今
、
よ
り
付
加
価
値
を
高
め
、
ネ
ッ
ト
上
で

も
実
店
舗
と
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
な
ど
、
多
角
的
な

視
点
で
経
営
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
同
時
に
現
金
以
外
の

決
済
方
法
に
も
目
を
向
け
、
集
客
力
・
売
上
・
顧
客
満
足
度

の
向
上
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
、
様
々
な
可
能
性
を

探
り
、
売
上
機
会
の
損
失
を
防
ぐ
よ
う
促
し
た
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
で
利
便
性
を
高
め
売
上
向
上
を

消費税軽減税率対策セミナー 12
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会議所の動き
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金
沢
市
内
の
商
店
街
の
若
手
経
営
者
を
対
象
に
昨
年
９
月
19
日
〜
12
月
12
日
に

か
け
て
、「
商
店
街
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成
塾
」 

を
金
沢
市
商
店
街
連
盟
・
金
沢
市

と
と
も
に
開
催
し
た
。

　

計
４
回
開
い
た
育
成
塾
に
は
市
内
８
商
店
街
か
ら
10
名
が
参
加
し
、
商
店
街
活

動
の
現
状
や
個
店
の
魅
力
向
上
な
ど
を
テ
ー
マ
に
講
義
を
受
け
た
。

　

講
義
後
は
、
所
属
し
て
い
る
商
店
街
の
現
状
等
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
し
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
今
後
の
商
店
街
活
動

で
取
り
組
み
た
い
こ
と
な
ど
を
発
表
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
少
人
数
制
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
商
店

街
に
つ
い
て
、
じ
っ
く
り
話
す
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」

と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
た
。

商店街次世代リーダー育成塾

商
店
街
の
若
手
経
営
者
ら
が
現
状
と
将
来
像
を
討
議

　

金
沢
商
工
会
議
所
、
金
沢
経
済
同
友
会
、
石
川
県
経
営
者
協
会
の
経
済
３
団
体

主
催
の
新
年
互
礼
会
は
、
県
内
の
経
済
団
体
関
係
者
ら
約
３
９
０
人
が
出
席
し
て

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
金
沢
で
開
催
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
安
宅
建
樹
会
頭
が
「
今
年
は
不
安
定
な
海
外
情
勢
や
消
費

税
率
引
き
上
げ
な
ど
の
経
営
リ
ス
ク
が
昨
年
以
上
に
高
ま
る
。

政
官
財
が
協
力
し
万
全
の
対
策
を
も
っ
て
、
当
地
経
済
に
と

っ
て
良
き
年
と
な
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
来
賓
の
谷
本
正
憲
知
事
と
山
野
之
義
金
沢
市
長
が
新

年
の
抱
負
を
述
べ
、
砂
塚
隆
広
金
沢
経
済
同
友
会
代
表
幹
事

の
発
声
で
乾
杯
し
た
。
最
後
に
髙
松
喜
与
志
県
経
営
者
協
会

会
長
が
中
締
め
を
行
い
、
今
年
の
健
闘
を
誓
い
合
っ
た
。

「
政
官
財
が
協
力
し
て
良
き
年
と
な
る
よ
う
に
」

新年互礼会 1
4

9/19
12/12
～

職人の手仕事　～伝統工芸に技を見る～vol.8

1960年金沢市生まれ。
琴三絃野田屋3代目

◆野田正明(のだ・まさあき）

　箏は元々、武家の女性の嗜
たしな

みとされ、芸所の金沢で盛んな
習い事の一つです。かつては「生田作り」と「山田作り」の2種
類の箏が作られましたが、現在は長さ約1.8mで持ち運びやす
く、音量にも勝る「山田作り」が、ほとんどを占めています。
　箏は丸太半分ほどの桐の原木を約5年間風雨にさらした
後、中をくり抜き、柔らかな曲線を描く楽器に仕上げられま
す。象牙と蒔絵で装飾を施す高級品は、楽器であると同時に美
術品の要素も兼ね備えています。木目の美しさを際立たせな
がら正しい音を出す、相反する課題を両立させるため、何度も
微調整を繰り返すのが箏作りの特徴です。
　原木１本ごとに木目も音も異なりますが、仕上げて糸を張
るまで、実際に音を確認することはできません。勘と経験がも
のをいう職人仕事であり、正明さんは「簡単ではないが、琴線
に触れるという言葉通り、日本人が何より好む音を扱うのが、
この仕事の最大の魅力だ」と話します。
　3代目として祖父が昭和4年に創業した店を継いでから既
に36年。野田屋は金沢で箏を製造から手掛ける最後の店にな
りました。後継者問題を抱えながらも、金沢に縁の深い箏の音
を響かせ続けたいという思いは、決して衰えていません。

箏
こと

(山田流）

　 　 
AR



★
近
江
町
鍋
大
会

カ
ニ
汁
・
豚
汁
と
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
め
っ
た
汁

等
を
ご
来
場
の
お
客
様
に
無
料
提
供

日
時
／
2
月
2
日（
土
）10
時
〜

場
所
／
近
江
町
い
ち
ば
館
広
場

●
近
江
町
市
場
商
店
街
振
興
組
合

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

２
３
１ - 

１
４
６
２

★
よ
こ
っ
ち
ょ
・

　
　

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

農
家
さ
ん
が
直
接
販
売
す
る
、フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

マ
ー
ケ
ッ
ト
。

日
時
／
2
月
6
日（
水
）
〜
毎
週
水
曜
日

　
　
　

15
時
〜
19
時

●
横
安
江
町
商
店
街
振
興
組
合

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

２
３
１ - 

２
５
３
６

★
武
蔵
ス
タ
ジ
オ
通
り

　

ウ
ィ
ン
タ
ー
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯

武
蔵
ス
タ
ジ
オ
通
り
の
街
路
樹
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
あ

た
た
か
い
光
で
飾
り
つ
け
る
。

日
時
／
〜
２
月
中
旬

●
武
蔵
商
店
街
振
興
組
合

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

２
３
１ - 

４
８
３
１

★
タ
テ
マ
チ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

タ
テ
マ
チ
ス
ト
リ
ー
ト
の
街
路
樹
に
約

１
７
、０
０
０
球
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
が
点
灯
し
ま
す
。街
路
樹
も
リ
ー
ス
を
装
飾

し
冬
の
タ
テ
マ
チ
を
彩
り
ま
す
。

日
時
／
〜
2
月
14
日（
木
）16
時
〜
25
時

●
竪
町
商
店
街
振
興
組
合

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

２
３
２ - 

２
２
４
４

商
店
街
イ
ベ
ン
ト
情
報
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